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北 海 道 千 歳 市

勇舞中学校

破砕処理施設
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一般会計

　 ４２３億２千万円

特別会計

　 　　１２５億円

公営企業会計

　 １３４億３千万円

税金などの収入で市民生活や教育、福祉
などの基本的な事業を行う会計です。

（単位：億円）
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料金や保険料などの収入で特定の事業
を行う場合などに設ける会計です。

民間企業と同じように、独立採算性を
原則としている会計です。
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　食費 ７万円 給料 １４万５千円
　　（人件費） 　　（市税）

　光熱水費・電話代 ５万２千円 諸手当 　８万１千円
　　（物件費） 　　（国・道支出金）

　医療費 ７万４千円 家族からの仕送り ７万１千円
　　（扶助費） 　　（地方交付税、交付金、譲与税）

　仕送り・小遣い ７万３千円 同居家族からの収入 １万３千円
　　（補助費等、投資・出資、繰出金、貸付金） 　　（使用料及び手数料、分担金及び負担金）

　貯金の積み立て １千円 財産の運用による収入 ２千円
　　（積立金） 　　（財産収入）

　家の改修、家電の購入 ５万５千円 貯金の活用 ８千円
　　（維持補修費、投資的経費） 　　（繰入金、繰越金）

　ローンの返済（元利） ４万５千円 親類からの返済金など １万４千円
　　（公債費） 　　（諸収入）

３７万円 新たなローン借入 　３万６千円
　　（市債）

３７万円

　このほか親類への貸付金 ８万１千円 　このほか親類から返済元金 ８万１千円
　　（土地開発公社貸付金） 　　（土地開発公社貸付金）

支　出 収　入

道路や公園などの
まちづくりのため
に　２万９千円

議会や市役所の運
営のために
 ８万８千円

高齢者や障がいのあ
る人、子育てなどの
福祉のために
　１０万７千円

水道・下水道、
病院会計に
　２万２千円

市債（借金）の
返済のために
　４万５千円

教育、文化、ス
ポーツの振興の
ために　４万２千円

病気予防、ごみ処理な
どの保健衛生のた
めに　１万７千円

商工業、農業などの
産業振興のために
　１万７千円

消防や救急の
ために　３千円

千歳市の一般会計予算を目的別に、
市民１人あたりの金額に置き換えると･･･？

※土地開発公社への貸付金は除いています。

※千歳市の借金残高（約370億円）を市民１人あたりに換算すると３９万４千円になります。

（平成2３年度一般会計予算を、平成2３年3月1日現在の人口93,８4９人で割ったもの。）

0

１人あたり

市民１人あたりの金額を性質別に、
家計簿に置き換えると･･･？

千 歳 市 の 家 計 簿
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　　花園地区に、地域のコミュニティ活動の拠点とな 　　コミュニティセンターの耐震化、バリアフリー化

　る、コミュニティセンターを整備します。 　等のリニューアルを計画的に進めています。

　　平成23年度は建設工事を行います。 　　平成23年度は、富丘、鉄東、北新の各コミュニ

　　　供用開始予定：平成24年11月 　ティセンターを整備します。　

　　入所児童の安全を確保するため、平成23年４月 　　多重債務や架空請求などの消費者トラブルに対応

　から開設時間を30分延長し、18時30分までとし 　するため、平成23年４月から消費生活相談室の相

　ます。 　談時間を拡大し、９時～17時までとします。

　　町内会の備品整備に充てるための補助金を、平成 　　講習会の開催、個別相談の実施などにより、うつ

　23年度は55町内会に交付します。 　病・自殺防止の取組みを強化します。

　

（他の主な実施事業）

　・子ども手当給付事業費 ・母子家庭自立支援給付金事業費 ・子ども医療費助成事業費

　・私立保育所運営支援事業費 ・病児病後児保育事業費 ・障害児保育事業費

　・自立支援給付事業費 ・地域生活支援事業費 ・自立支援対策推進事業費

　・麻しん風しん予防接種推進事業費 ・医療体制整備事業費 ・生活保護事業費

　・女性特有のがん検診推進事業費 ・男女共同参画推進事業費

　・総合福祉センター改修事業費 ・障がい者支援計画･障がい福祉計画策定経費

　・町内会館整備事業費 ・高齢者保健福祉計画･介護保険事業計画策定経費　など

１.あったかみのある地域福祉のまち

町内会等備品整備事業費 2,550万円 健康相談・教育事業費 240万9千円

学童クラブ事業費 5,359万9千円 365万7千円

（仮称）花園地区コミュニティセンター整備事業費 1億2,840万円 コミュニティセンター施設整備事業費

消費者保護事業費

4,046万2千円
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　　新破砕処理施設を整備し、プラスチック製容器包 　　平成23年10月から開始予定のプラスチック製

　装の選別・回収による資源化などを進めます。 　容器包装分別収集について、パンフレットの配布

　　稼動開始予定：平成23年８月 　などにより周知を行います。

　　太陽光発電システム等の新エネ・省エネ機器の個 （他の主な実施事業）

　人住宅向け支援制度について、平成22年度から引 　・環境教育推進事業費 　・資源回収事業費

　続き実施します。 　・温室効果ガス排出削減推進事業費

　・ごみ減量・リサイクル化啓発事業費

　・環境センター省エネルギー化推進事業費

　・環境センター管理運営業務経費

　・葬斎場改修事業費　など

　　老朽化した化学消防ポンプ自動車及び資機材搬送 　　老朽化した除雪トラック及び除雪車の更新によ

　車を更新し、消防体制の充実強化を図ります。 　り、除雪体制の充実強化を図ります。

　　小学校周辺のスクールゾーン標識看板の設置・修 　　時代に応じた住宅施策を計画的・総合的に推進

　繕を進め、児童の登下校時の安全確保を図ります。 　するため、住まいや住環境に関する特性や課題に

　　平成23年度は、18か所を整備します。 　ついて現状を分析し、平成15年度に策定したマス

　タープランの見直しを行います。　

（他の主な実施事業）

　・市町村消防広域化事業費 ・半自動式除細動器更新事業費 ・消火栓更新事業費

　・防災学習交流施設維持管理業務経費 ・災害応急対策用品等整備事業費 ・自主防災組織育成事業費

　・北千歳駐屯地急傾斜地対策受託事業費 ・在日米軍再編対策事業費 ・治水対策事業費

　・防犯･交通安全市民活動促進事業費 ・街路灯設置工事費交付事業費 ・街路灯整備事業費

　・市営住宅地上デジタル放送対策事業費 ・公営住宅建替事業費(いずみ団地) ・Ｃ経路整備事業費

　・基地周辺共同受信施設設置事業費 ・基地周辺共同受信区域アンテナ設置助成事業費　など

破砕処理施設整備事業費 2億2,027万1千円 家庭ごみ有料事業費 5,376万円

912万9千円（新規）

9,574万3千円 6,795万9千円

住宅マスタープラン策定事業費

２.人と地球にやさしい環境のまち

３.安全で安心して暮らせるまち

消防車両等更新事業費 除雪車両等購入事業費

スクールゾーン標識看板設置事業費 175万4千円

エコチャレンジ補助事業費 491万円
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　　平成24年４月の開校に向け、平成23年度は、建 　　障がいのある児童・生徒の教育環境の充実、社会

　設工事（校舎、講堂、武道場）及び外構工事（グラ 　参加の促進などを図るため、小中学校に配置してい

　ウンド）を行います。 　る特別支援教育支援員を24人から29人に増員しま

　す。

　　学校が取り組む学習・学校行事・環境整備活動な 　　老朽化に伴う施設改修及び耐震補強工事に併せ

　どに対して、ボランティア活動などにより地域全体 　て、機能・設備の充実を図る整備を行います。

　で学校教育を支援する体制づくりを推進します。 　　平成23年度は基本設計及び実施設計を行います。

（他の主な実施事業）

　・北陽小学校仮設校舎整備事業費 ・小中学校耐震化改修事業費 ・教職員住宅購入事務経費

　・小学校教師用指導書等購入経費 ・放課後子ども教室推進事業費 ・修学支援事業費

　・スクールカウンセラー配置事業費 ・心の教室相談員配置事業費 ・文化財普及啓発事業費　

　・青少年健全育成事業費 ・幼稚園教育振興事業費 ・国際交流事業費　など

　　離職を余儀なくされた非正規労働者や中高年齢   　平成22年度に策定した基本計画を踏まえ、支笏

　者等の失業者に対し、次の雇用までの短期の雇用・ 　湖温泉の新たな泉源の開発・掘削に向けて、関係

　就業機会を創出・提供し、生活の安定を図ります。 　機関との協議を進めます。

　

　　就職内定率が低迷していることから、新卒者を 　　支笏湖畔に周辺施設などの案内表示板を４基設

　対象に、事務補助員の職種での採用を行います。 　置し、観光客に対する利便性の向上を図ります。

（他の主な実施事業）

　・商店街振興事業補助事業費 ・商業等活性化事業費 ・観光ＰＲ事業費　

　・企業誘致プロモーション事業費 ・企業活動促進事業費 ・企業誘致推進事業費　

　・農業経営安定化対策事業費 ・農業振興資金貸付事業費 ・養豚振興資金貸付事業費

　・ヒメマス保護振興事業費 ・グリーン･ツーリズム促進事業費　など

支笏湖畔案内表示板設置事業費 295万1千円新卒者雇用特別対策推進事業費 1,465万2千円

支笏湖温泉開発事業費1億8,212万6千円緊急雇用創出推進事業費

勇舞中学校建設事業費

学校支援地域本部事業費

14億1,120万円

99万7千円（新規）

27万1千円

スポーツセンターリニューアル事業費

５.活力ある産業拠点のまち

4,740万円

４.学びの意欲と豊かな心を育む教育文化のまち

特別支援教育体制推進事業費 2,784万1千円
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　　老朽化した橋梁の増加に対応するため、長寿命 　　バリアフリー・防犯・景観などに配慮し、子ども

　化修繕計画を策定し、予防的な修繕を図ります。 　から高齢者までがくつろぐことのできる空間づくり

　　平成23年度は、150橋について点検を行いま 　を目指して、平成27年度まで整備を行います。

　す。 　　平成23年度は、わんぱく広場の整備を行います。

（他の主な実施事業）

　・市道整備事業費 ・29号通整備事業費 ・北新通整備事業費

　・南２号道路（鉄北通）整備事業費 ・電線類地中化事業費 ・公園遊具更新等事業費

　・循環型コミュニティバス運行事業費 ・バス路線確保対策補助事業費 ・新千歳空港整備事業費

　・みどり台緑化重点地区整備事業費 ・第２期都市計画マスタープラン策定業務経費　など

　　市民と一丸となって進めてきた自衛隊の体制維持 　　市が取り扱う情報資産について、情報漏洩などの

　を求める活動について、期成会と連携のうえ継続し 　セキュリティを確保するための、シンクライアント

　て要望活動を行います。 　システムを導入します。

（他の主な実施事業）

　・市民協働推進事業費　 ・ひと･まちづくり助成事業費 ・情報化推進事業費

　・市役所本庁舎改修事業費　 ・自衛隊連絡調整業務経費　など

７.市民協働による自主自立の行政経営

自衛隊体制維持要望活動事業費 74万3千円 シンクライアントシステム導入事業費 241万3千円（新規）

2,100万円橋梁長寿命化対策事業費 1,640万円（新規） グリーンベルト活性化事業費

６.都市機能が充実したまち

　千歳市の財政に関するお問い合わせは・・・

　　　千歳市総務部財政課　　Tel ：0123-24-0541(直通)
　　　　　　　　　　　　　　Mail：zaisei@city.chitose.hokkaido.jp
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